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(57)【要約】
【課題】所望の階調の映像を表示すると同時にデータ信
号の電圧を下げることができるようにした画素及びこれ
を用いた有機電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】本発明は、有機発光ダイオードと、前記有
機発光ダイオードに電流を供給するための第２トランジ
スタと、走査線とデータ線との間に接続され、走査信号
が供給される時にターンオンされて前記データ線に供給
されるデータ信号を前記第２トランジスタのゲート電極
に供給するための第１トランジスタと、前記第２トラン
ジスタのゲート電極とソース電極との間に接続されるス
トレージキャパシタと、前記第２トランジスタのソース
電極と初期化電源との間に接続される第３トランジスタ
とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと、
　前記有機発光ダイオードに電流を供給するための第２トランジスタと、
　走査線とデータ線との間に接続され、走査信号が供給される時にターンオンされて前記
データ線に供給されるデータ信号を前記第２トランジスタのゲート電極に供給するための
第１トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極とソース電極との間に接続されるストレージキャパ
シタと、
　前記第２トランジスタのソース電極と初期化電源との間に接続される第３トランジスタ
と
　を備えることを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記第３トランジスタは、前記走査信号が供給される時にターンオンされることを特徴
とする請求項１に記載の画素。
【請求項３】
　前記第１乃至第３トランジスタは、Ｎ型に設定されることを特徴とする請求項１に記載
の画素。
【請求項４】
　前記第２トランジスタは、前記ストレージキャパシタに格納された電圧に対応して自身
のドレイン電極に接続される第１電源から前記有機発光ダイオードのカソード電極に接続
される第２電源に電流を供給することを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項５】
　前記初期化電源は、前記第２電源と同一であるか、又は低い電圧に設定されることを特
徴とする請求項４に記載の画素。
【請求項６】
　走査線に走査信号を供給するための走査駆動部と、
　前記走査信号が供給される時にデータ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と
、
　前記走査線及びデータ線の交差部に位置する画素と
　を備え、
　前記画素のそれぞれは、
　有機発光ダイオードと、
　前記有機発光ダイオードに電流を供給するための第２トランジスタと、
　走査線とデータ線との間に接続され、走査信号が供給される時にターンオンされて前記
データ線に供給されるデータ信号を前記第２トランジスタのゲート電極に供給するための
第１トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極とソース電極との間に接続されるストレージキャパ
シタと、
　前記第２トランジスタのソース電極と初期化電源との間に接続される第３トランジスタ
と
　を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記走査駆動部は、１フレーム期間に走査線に走査信号を順次供給することを特徴とす
る請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第３トランジスタは、前記走査信号が供給される時にターンオンされることを特徴
とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記第１乃至第３トランジスタは、Ｎ型に設定されることを特徴とする請求項６に記載
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の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第２トランジスタは、前記ストレージキャパシタに格納された電圧に対応して自身
のドレイン電極に接続される第１電源から前記有機発光ダイオードのカソード電極に接続
される第２電源に電流を供給することを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項１１】
　前記初期化電源は、前記第２電源と同一であるか、又は低い電圧に設定されることを特
徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記走査駆動部は、１フレームに含まれる多数のサブフレームの走査期間に少なくとも
２つ以上の走査線に走査信号を供給することを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発
光表示装置。
【請求項１３】
　前記データ駆動部は、前記データ線に前記画素が発光する第１データ信号及び前記画素
が非発光する第２データ信号のうちの少なくとも１つを供給することを特徴とする請求項
１２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記第１データ信号の電圧は、前記第１電源と前記第２トランジスタの閾値電圧とを合
計した電圧より低く設定され、かつ前記第２トランジスタの閾値電圧より高く設定される
ことを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画素及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関し、特に、所望の階調の映像
を表示すると同時にデータ信号の電圧を下げることができるようにした画素及びこれを用
いた有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ Ｒａｙ Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減らす
ことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ Ｅ
ｍｉｓｓｉｏｎ Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ Ｄｉｓｐｌａｙ
 Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎ
ｇ Ｄｉｓｐｌａｙ）などが挙げられる。
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ：Ｏ
ＬＥＤ）を用いて画像を表示する。このような有機電界発光表示装置は速い応答速度を有
すると同時に低い消費電力で駆動されるという長所がある。
　現在、有機電界発光表示装置の画素としては、大部分Ｐ型トランジスタ（例えば、ＰＭ
ＯＳ）が用いられている。しかしながら、Ｐ型トランジスタの場合、工程過程で製造コス
トが上昇するという問題がある。これを解決するために、トランジスタを酸化物（例えば
、Ｏｘｉｄｅ）で形成する場合、トランジスタはＮ型に設定される。このようなＮ型トラ
ンジスタは低価格で開発が可能であるという長所がある。
【０００３】
　図１は、従来のＮ型トランジスタを含む有機電界発光表示装置の画素を示す図である。
　図１を参照すれば、従来の画素４は、有機発光ダイオードＯＬＥＤと、データ線Ｄｍ及
び走査線Ｓｎに接続されて有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御するための画素回路２とを
備える。
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路２に接続され、カソード電極
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は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路２から供給される電流に対応する輝度の光を生成する。
　画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にデータ線Ｄｍに供給されるデー
タ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。このため
に、画素回路２は第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続される
第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間に接
続される第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第２電極との間
に接続されるストレージキャパシタＣｓｔとを備える。
【０００４】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続され、第２電極は、データ線
Ｄｍに接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第１電極はストレージキャパシタＣ
ｓｔの一側端子に接続される。ここでは、第１電極はソース電極及びドレイン電極のいず
れかに設定され、第２電極は第１電極と異なる電極に設定される。例えば、第１電極がソ
ース電極として設定されると、第２電極はドレイン電極として設定される。
　走査線Ｓｎ及びデータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は走査線Ｓｎから走査
信号が供給される時にターンオンされてデータ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレ
ージキャパシタＣｓｔに供給する。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔはデータ信号
に対応する電圧を充電する。
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの一側端子に接続
され、第２電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの他側端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接
続される。そして、第２トランジスタＭ２の第１電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのア
ノード電極に接続される。このような第２トランジスタＭ２はストレージキャパシタＣｓ
ｔに格納された電圧値に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを
経由して第２電源ＥＬＶＳＳに供給される電流量を制御する。このとき、有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤは第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【０００５】
　しかしながら、このような従来の画素４をアナログ駆動（データ信号の電圧を用いて階
調を実現）に適用する場合、所望の電流を供給できないという問題点がある。詳細に説明
すれば、従来の画素４で第２トランジスタＭ２の第１電極（即ち、ソース電極）は有機発
光ダイオードＯＬＥＤと接続される。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される
電圧値の変化（即ち、第２トランジスタＭ２のＶｇｓ変化）によって第２トランジスタＭ
２が定電流源で駆動できないという問題点がある。また、有機発光ダイオードＯＬＥＤの
劣化に対応して第２トランジスタＭ２のＶｇｓが変化されるため、所望の階調の映像を表
示できないという問題点がある。
　更に、従来の画素４をデジタル駆動（１フレームを多数のサブフレームに分けて駆動）
で駆動する場合、データ信号が高い電圧値に設定されなければならないという問題点があ
る。詳細に説明すれば、デジタル駆動では第２トランジスタＭ２がターンオン又はターン
オフ動作を行うスイッチにより駆動される。従って、第２トランジスタＭ２がターンオン
されるために、データ信号はＥＬＶＤＤ＋Ｖｔｈ（Ｍ２）より高い電圧値に設定されなけ
ればならない。この場合、データ信号を供給するためのデータ駆動部はデータ信号を安定
的に供給できるように高い耐圧を有するように設計されなければならない。これにより、
製造コストが上昇するという問題点が生じる。また、データ信号が高い電圧に設定される
と、データ信号の充／放電によって多くの消費電力が消耗するという短所がある。
【特許文献１】韓国特許出願公開第２００５－０１１５３４６号明細書
【特許文献２】韓国特許出願公開第２００７－０１２１４６６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、所望の階調の
映像を表示すると同時にデータ信号の電圧を下げることができるようにした画素及びこれ
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を用いた有機電界発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明による画素は、有機発光ダイオードと、前記有機発
光ダイオードに電流を供給するための第２トランジスタと、走査線とデータ線との間に接
続され、走査信号が供給される時にターンオンされて前記データ線に供給されるデータ信
号を前記第２トランジスタのゲート電極に供給するための第１トランジスタと、前記第２
トランジスタのゲート電極とソース電極との間に接続されるストレージキャパシタと、前
記第２トランジスタのソース電極と初期化電源との間に接続される第３トランジスタとを
備える。
　好ましくは、前記第３トランジスタは前記走査信号が供給される時にターンオンされる
。前記第１乃至第３トランジスタはＮ型に設定される。前記第２トランジスタは、前記ス
トレージキャパシタに格納された電圧に対応して自身のドレイン電極に接続される第１電
源から前記有機発光ダイオードのカソード電極に接続される第２電源に電流を供給する。
前記初期化電源は、前記第２電源と同一であるか、又は低い電圧に設定される。
【０００８】
　また、本発明による有機電界発光表示装置は、走査線に走査信号を供給するための走査
駆動部と、前記走査信号が供給される時にデータ線にデータ信号を供給するためのデータ
駆動部と、前記走査線及びデータ線の交差部に位置する画素とを備え、前記画素のそれぞ
れは有機発光ダイオードと、前記有機発光ダイオードに電流を供給するための第２トラン
ジスタと、走査線とデータ線との間に接続され、走査信号が供給される時にターンオンさ
れて前記データ線に供給されるデータ信号を前記第２トランジスタのゲート電極に供給す
るための第１トランジスタと、前記第２トランジスタのゲート電極とソース電極との間に
接続されるストレージキャパシタと、前記第２トランジスタのソース電極と初期化電源と
の間に接続される第３トランジスタとを備える。
　好ましくは、前記データ駆動部は、前記データ線に前記画素が発光する第１データ信号
及び前記画素が非発光する第２データ信号のうちの少なくとも１つを供給する。前記第１
データ信号の電圧は、前記第１電源と前記第２トランジスタの閾値電圧とを合計した電圧
より低く設定され、かつ前記第２トランジスタの閾値電圧より高く設定される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の画素及びこれを用いた有機電界発光表示装置によれば、駆動トランジスタのゲ
ート電極とソース電極との間にストレージキャパシタを形成し、データ信号に対応する電
圧が充電されたストレージキャパシタの充電電圧を一定に維持するため、駆動トランジス
タが定電流源で駆動され得るという効果を奏する。また、ストレージキャパシタに充電さ
れた電圧を一定に維持するため、所望の階調の映像を表示できるという長所がある。更に
、本発明では有機発光ダイオードに印加される電圧と関係なく、ストレージキャパシタに
充電される電圧が決定されるため、データ信号の電圧を下げることができるという長所が
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図２～図５を参照しつつ、本発明の実施形態を説明する。ここで、第１構成要素
と第２構成要素が連結されると説明するにあたり、第１構成要素は第２構成要素と直接連
結されてもよく、第３構成要素を介して第２構成要素と間接的に連結されてもよい。また
、本発明の完全な理解のための必須でない構成要素は明確性を図るために省略する。更に
、同一部分には同一符号を付す。
【００１１】
　図２は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
　図２を参照すれば、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓ
ｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍと接続された複数の画素４０を含む画素部３０と、走査線Ｓ１
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～Ｓｎを駆動するための走査駆動部１０と、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ
駆動部２０と、走査駆動部１０及びデータ駆動部２０を制御するためのタイミング制御部
５０とを備える。
　タイミング制御部５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号
ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部５０で生成されたデー
タ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳは走査駆
動部１０に供給される。そして、タイミング制御部５０は、外部から供給されるデータＤ
ａｔａをデータ駆動部２０に供給する。
【００１２】
　走査駆動部１０は、アナログ駆動時に１フレーム期間に走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号（
ハイレベル）を順次供給する。また、走査駆動部１０は、デジタル駆動時に図３のように
、１フレーム１Ｆに含まれる多数のサブフレームの走査期間毎に２つ以上の走査線Ｓに走
査信号を供給する。
　データ駆動部２０は、走査信号が供給される毎にデータ線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を供
給する。すると、走査信号によって選択された画素４０にデータ信号が供給される。一方
、データ駆動部２０はアナログ駆動時にデータ線Ｄ１～Ｄｍに階調に対応する多数の電圧
値を有するデータ信号を供給する。また、データ駆動部２０は、デジタル駆動時にデータ
線Ｄ１～Ｄｍに画素４０が発光する第１データ信号及び／又は画素４０が非発光する第２
データ信号を供給する。
　画素部３０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受ける。
第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受けた画素４０のそれぞれは走査信
号が供給される時にデータ信号の供給を受け、供給を受けたデータ信号に対応する電流を
それぞれに含まれる有機発光ダイオードに供給する。
【００１３】
　図４は、図２に示した画素の実施形態を示す図である。図４に示す画素４０は、Ｎ型ト
ランジスタ（例えば、ＮＭＯＳ）だけで構成される。
　図４を参照すれば、本発明の実施形態による画素４０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤ
と、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続されて有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御するた
めの画素回路４２とを備える。
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路４２に接続され、カソード電
極は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画
素回路４２から供給される電流に対応する輝度の光を生成する。
　画素回路４２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にデータ線Ｄｍに供給されるデ
ータ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。このた
めに、画素回路４２は第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続さ
れる第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間
に接続される第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極と
の間に接続されるストレージキャパシタＣｓｔと、第２トランジスタＭ２の第１電極と初
期化電源Ｖｉｎｔとの間に接続される第３トランジスタＭ３とを備える。
【００１４】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続され、第２電極は、データ線
Ｄｍに接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第１電極は、ストレージキャパシタ
Ｃｓｔの一側端子に接続される。このような第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎに走査
信号が供給される時にターンオンされてデータ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレ
ージキャパシタＣｓｔに供給する。
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの一側端子に接続
され、第２電極は、第１電源ＥＬＶＤＤに接続される。そして、第２トランジスタＭ２の
第１電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。このような第２ト
ランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣｓｔに格納された電圧値に対応して第１電源
ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに供給される
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電流量を制御する。このとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤは第２トランジスタＭ２から
供給される電流量に対応する光を生成する。
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極との間
に接続される。このようなストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応する電圧を
充電する。
　第３トランジスタＭ３の第２電極は、第２トランジスタＭ２の第１電極に接続され、第
１電極は、初期化電源Ｖｉｎｔに接続される。そして、第３トランジスタＭ３のゲート電
極は走査線Ｓｎに接続される。このような第３トランジスタＭ３は、走査線Ｓｎに走査信
号が供給される時にターンオンされて初期化電源Ｖｉｎｔを第２トランジスタＭ２の第１
電極に供給する。ここで、初期化電源Ｖｉｎｔは第２電源ＥＬＶＳＳと同一であるか、低
い電圧に設定される。
【００１５】
　図５は、図４に示した画素の駆動方法を示す波形図である。
　図４及び図５を結びつけて動作過程を詳細に説明すれば、まず走査線Ｓｎに走査信号が
供給されると、第１トランジスタＭ１及び第３トランジスタＭ３がターンオンされる。第
１トランジスタＭ１がターンオンされると、データ信号ＤＳが第２トランジスタＭ２のゲ
ート電極に供給される。第３トランジスタＭ３がターンオンされると、初期化電源Ｖｉｎ
ｔが第２トランジスタＭ２の第１電極に供給される。
　このとき、ストレージキャパシタＣｓｔはデータ信号ＤＳ及び初期化電源Ｖｉｎｔの差
電圧に該当する電圧を充電する。即ち、ストレージキャパシタＣｓｔに充電される電圧は
有機発光ダイオードＯＬＥＤの影響を受けない。
　その後、走査線Ｓｎに走査信号の供給が中断されると、第１トランジスタＭ１及び第３
トランジスタＭ３がターンオフされる。すると、第２トランジスタＭ２は、ストレージキ
ャパシタＣｓｔに充電された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給す
る。このとき、第２トランジスタＭ２の第１電極の電圧は初期化電源Ｖｉｎｔから有機発
光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧に変更される。この場合、第２トランジスタＭ２
のゲート電極はフローティング状態に設定されるため、以前期間にストレージキャパシタ
Ｃｓｔに充電された電圧は変化されない。
【００１６】
　前述したような本発明の画素４０をアナログ駆動に適用する場合、ストレージキャパシ
タＣｓｔに充電される電圧が常に一定に維持されて第２トランジスタＭ２が定電流源で駆
動される。また、ストレージキャパシタＣｓｔに充電された電圧が常に一定に維持される
ため、所望の階調の映像を表示できるという長所がある。
　また、本発明の画素４０をデジタル駆動に適用する場合、データ信号の電圧を下げるこ
とができる。実際に、本発明の画素４０をデジタル駆動に適用する場合、第２トランジス
タＭ２をターンオンさせるための第１データ信号の電圧は第２トランジスタＭ２の閾値電
圧以上に設定される（例えば、第１データ信号の電圧はＥＬＶＤＤ＋Ｖｔｈ（Ｍ２）より
低く、Ｖｔｈ（Ｍ２）より高く設定され得る）。
　詳細に説明すれば、ストレージキャパシタＣｓｔに充電された電圧は、第２トランジス
タＭ２がターンオンされても以前期間に充電された電圧を安定的に維持する。従って、第
２トランジスタＭ２がターンオンされて第２トランジスタＭ２の第１電極の電圧が上昇す
る時（例えば、初期化電源Ｖｉｎｔから第１電源ＥＬＶＤＤに上昇）、第２トランジスタ
Ｍ２のゲート電極の電圧も第１電極の電圧上昇に対応して上昇する。従って、第１データ
信号の電圧が第２トランジスタＭ２の閾値電圧以上に設定されると、安定的に第２トラン
ジスタＭ２がターンオンされ得る。
【００１７】
　一方、第１データ信号の電圧が第２トランジスタＭ２の閾値電圧以上に設定される場合
、現在ＰＭＯＳトランジスタで構成された画素を駆動するためのデータ駆動部を本発明の
画素４０に適用できる。従って、データ駆動部の追加開発による製造コストの損失を防止
できる。また、本発明ではデータ信号の電圧が従来に比べて低いため、デジタル駆動に適
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　一方、図４に示した画素４０の構造で有機発光ダイオードＯＬＥＤを第２トランジスタ
Ｍ２の第２電極と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に位置させ、第３トランジスタＭ３を除去す
る構成が予測され得る。しかしながら、有機発光ダイオードＯＬＥＤを第２トランジスタ
Ｍ２の第２電極と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に位置させるためには有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤの構造を全面修正及び開発しなければならないという困難さがある。また、有機発
光ダイオードＯＬＥＤの構造を全面修正する場合、工程条件などが変わってしまい、所望
の歩留まりを確保できなくなる。実際に、現在の工程過程では有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄを第２トランジスタＭ２の第２電極と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に位置させ難い。
【００１８】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能であることはもちろん
であり、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】従来の画素を示す図である。
【図２】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図３】デジタル駆動の１フレームを示す図である。
【図４】図２に示した画素の実施形態を示す図である。
【図５】図４の画素を駆動させるための駆動波形を示す図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１０　走査駆動部
　２０　データ駆動部
　３０　画素部
　４０　画素
　５０　タイミング制御部
　Ｓ１、Ｓ２、Ｓｎ　走査線
　Ｄ１、Ｄ２、Ｄｍ　データ線
　ＳＣＳ　走査駆動制御信号
　ＤＣＤ　データ駆動制御信号
　Ｄａｔａ　データ信号
　ＥＬＶＤＤ　第１電源
　ＥＬＶＳＳ　第２電源
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